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佐賀平野北縁断層帯の長期評価 
 

１．活断層の位置・形態 

佐賀平野北縁断層帯は、佐賀県小城市小城町松尾（おぎしおぎまちまつお）

付近から、佐賀市、神埼市（かんざきし）を経て、佐賀県神埼郡吉野ヶ里町立

野（よしのがりちょうたての）付近にかけてほぼ東西方向に延びる、地表で認

められる長さが約 22 km の断層帯であり、北側が相対的に隆起する正断層であ

る可能性がある（図１、図２）。 

 

２．断層面の地下形状 

佐賀平野北縁断層帯の断層面は、南に 60-80°程度傾斜する可能性がある。重

力異常（注１）から推定される佐賀平野北縁断層帯の地下における断層面の長

さは、西端が佐賀県多久市南多久町長尾（たくしみなみたくまちながお）付近

まで、東端が福岡県久留米市長門石町付近の福岡県佐賀県の県境付近まで延長

される可能性がある。この場合、地下の断層面の長さは 38 km 程度となる可能

性がある（図１、図２）。 

 

３．過去の断層活動 

佐賀平野北縁断層帯付近で発生した歴史地震として、1831 年の肥前の地震（マ

グニチュード（M）6.1）が知られているが、本断層帯全体が活動した地震とは

考えられない。本断層帯全体が活動した時期は不明である。佐賀平野北縁断層

帯の上下方向の平均的なずれの速度は 0.2－0.5 m／千年程度である可能性があ

る。本断層帯の全体が活動する地震の平均活動間隔は６千６百－１万９千年程

度である可能性がある。 

 

４．活動時の地震規模 

地下の断層面の長さに基づくと、この断層帯の全体が活動した場合、M7.5 程

度の地震が発生する可能性がある。その際４m程度のずれが生じる可能性がある。 

 

５．地震後経過率（注２） 
本断層帯全体が活動した最新時期が不明であるため、地震後経過率を求める

ことはできない。 
 

６．今後にむけて 

佐賀平野北縁断層帯においては、過去の活動履歴に関する調査研究が行われ

ておらず、現状では地震後経過率等の評価を行うことができない。今後、最新

活動時期や平均活動間隔など、過去の断層活動に関する信頼性の高いデータを

取得する必要がある。また、断層面の地下形状や断層の運動様式を明らかにす

るための調査も必要である。 
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図１ 佐賀平野北縁断層帯の位置とその周辺の地質構造 

：佐賀平野北縁断層帯を含む詳細な評価の対象とする活断層（帯）の端点 

：地表における佐賀平野北縁断層帯の端点 

地質図は脇田ほか編（2009）20 万分の１シームレス地質図 DVD 版に基づく。活断層の位置は、九州活

構造研究会編（1989）、中田・今泉編（2002）、下山ほか（2010）、地震調査研究推進本部地震調査委員

会長期評価部会活断層分科会活構造作業グループの地形判読結果及び地震調査研究推進本部地

震調査委員会長期評価部会活断層分科会による重力異常の検討結果に基づく。 



 3

表１ 佐賀平野北縁断層帯の特性 

 
項 目 特 性 

信頼度

（注３） 
根 拠（注４） 

1. 活断層の位置・形態 

 (1) 構成する断層 男女神社（なんにょじんじゃ）断層、今

山－杉町断層、都渡城（ととぎ）－川久

保断層、松瀬断層、楮原（かごはら）断

層、城原（じょうばる）断層、久富（ひ

さどみ）断層 

 文献１－５のほか

説明文２．（１）を

参照。 

(2) 断層帯の位置・形状 断層帯の位置 

（地表における西端） 

北緯 33°18.6’ 

東経 130°12.7’ 

（地表における東端） 

北緯 33°19.4’ 

東経 130°24.8’ 

（西端）          北緯 33°15’ 

東経 130°5’ 

（東端）          北緯 33°19’ 

東経 130°29’ 

地表の断層の長さ   約 22 km 

一般走向           N89°W（地表） 

N79°E（全体） 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

△ 

 

△ 

 

○ 

○ 

△ 

文献１－５のほか

説明文２．（２）と

３．（３）を参照。

断層帯の端点は重

力異常の分布（注

１）から推定。形

状は図１、図２を

参照。 

(3) ずれの向きと種類 北側隆起の正断層 △ 地形の特徴とボー

リング資料に基づ

く地質断面から推

定。 

２．断層面の地下形状 

 (1) 断層面の傾斜 断層面の傾斜   南傾斜（60－80°程度） 

（地表付近） 

△ 断層周辺の地質構

造から推定。 

(2) 断層面の幅 上端の深さ     約０km 

 

下端の深さ     13－15 km 程度 

断層面の幅     13－17 km 程度 

（断層面の傾斜を 60－80°程度と仮定

した場合） 

○ 

 

△ 

△ 

地形の特徴から推

定。 

地 震発 生層の下

限。 

 

(3) 断層面の長さ 地下の断層面の長さ     38 km 程度 △ 説明文３．（３）を

参照。 

３．過去の断層活動 

 (1) 平均的なずれの速度 0.2－0.5 m／千年程度（上下変位） △ 説明文４．（１）を

参照。 

(2) 過去の活動時期 不明   

(3) １回のずれの量 ４ｍ程度 △ 地下の断層面の長

さから推定。 

(4) 平均活動間隔 ６千６百－１万９千年程度 

（断層面の傾斜を 60－80°程度と仮定

した場合） 

△ 説明文４．（４）を

参照。 

(5) 過去の活動区間 全体で１区間 ○ 説明文４．（５）を

参照。 

４．活動時の地震規模 

 (1) 活動時の地震規模 マグニチュード 7.5 程度 △ 地下の断層面の長

さから推定。 

５．地震後経過率 
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 地震後経過率（注２） 不明   

注１：重力の実測値とその緯度の標準重力の差。通常、重力の検討する際には、海抜０m から測定点まで

に平均的な岩石が存在すると仮定して、その岩石による引力の影響を取り除く補正を行っている。

このような補正を行った重力異常をブーゲー異常と呼ぶ。地下に高密度の岩石があると、重力値は

標準重力値よりも大きくなり、低密度の岩石がある場合は小さくなる。これらに基づき重力値の測

定から地下構造を推定することができる。 

注２：最新活動（地震発生）時期から評価時点までの経過時間を、平均活動間隔で割った値。最新の地震

発生時期から評価時点までの経過時間が、平均活動間隔に達すると 1.0 となる。ただし、佐賀平野

北縁断層帯について地震後経過率は不明である。 

注３：信頼度は、特性欄に記載されたデ－タの相対的な信頼性を表すもので、記号の意味は次のとおり。 

◎：高い、○：中程度、△：低い 

注４：文献については、本文末尾に示す以下の文献。 

文献１：活断層研究会編（1980） 

文献２：活断層研究会編（1991） 

文献３：九州活構造研究会編（1989） 

文献４：中田・今泉編（2002） 

文献５：下山ほか（2010） 
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図２ 佐賀平野北縁断層帯の地表における詳細位置と主な調査地点 

A-A’：図３の地質断面位置 

  ：断層帯の端点 

  ：佐賀平野北縁断層帯の地表の端点 

黒線：地表で認められる活断層 灰色太線：重力異常・地質構造から位置が推定された活断層（伏在

断層）。 

基図は国土地理院発行数値地図 200000（地図画像）「熊本」と「福岡」を使用。 
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（説明） 

１． 活断層の概要 

佐賀平野北縁断層帯は、佐賀県小城市小城町松尾付近から、佐賀市、神埼市を経て、佐賀

県神埼郡吉野ヶ里町立野付近にかけて分布する、地表で確認できる長さが約 22 km のほぼ

東西走向で、主として北側が相対的に隆起する複数の断層からなる。佐賀平野北縁断層帯

は、九州の主要な地質構造線である松山－伊万里構造線（例えば、Richthofen, 1903）の

一部にほぼ一致し、北側の白亜紀深成岩類と低温高圧型変成岩である三郡変成岩類からな

る脊振（せふり）山地と南側の有明海北岸地域の第四系が分布する佐賀平野との境界付近

に分布している（図１）。 

活断層研究会編（1980，1991）、九州活構造研究会編（1989）は、脊振山地と佐賀平野と

の地形境界に沿って活断層の可能性の疑いのあるリニアメントを報告し、その一部を確実

度Ⅱの推定活断層とした。さらに、中田・今泉編（2002）は、地形境界の南側の平野内に

も活断層を推定している。 

下山ほか（1994）は、佐賀市金立町千布（きんりゅうまちちふ）付近の東名（ひがしみょ

う）縄文遺跡のすぐ北側において、ボーリング資料から阿蘇４火砕流（Aso-4：約８万５千

－９万年前、町田・新井（2003））の堆積面や低位段丘堆積面が南側に大きく沈み込んでい

るとしており、下山ほか（2010）はこの部分に伏在活断層を推定している。 

 

２． 活断層の位置及び形態 

（１） 構成する活断層 

有明海北岸地域の平野とその北側の山地との境界に沿って、西から男女神社（なんにょ

じんじゃ）断層、今山－杉町断層、都渡城（とどき）－川久保断層が分布し、山地内には

松瀬断層、楮原（かごはら）断層が、また平野と山地の境界よりも南には、城原（じょう

ばる）断層が、さらにその南の平野内には伏在断層である久富（ひさどみ）断層が分布す

る（図２）。 
本評価では、これらの地表で認められる活断層に加えて、その延長部及び近傍において

重力異常の急変帯から推定される断層を一括して「佐賀平野北縁断層帯」として評価を行

った。 
 

（２） 断層の位置・形状 

地表で認められる佐賀平野北縁断層帯の長さは約 22 km であり、西端と東端を結んだ一

般走向はほぼ N89°W である。断層帯は、地表付近では複数のほぼ東西走向の断層から構成

されている（図１、図２）。 

上述のように、佐賀平野と脊振山地との境界に沿っては、西から小城市小城町松尾付近

から佐賀市大和町川上付近に至る男女神社断層及び今山－杉町断層、さらにその東に都渡

城－川久保断層が分布する（九州活構造研究会編，1989）。 

地震調査研究推進本部地震調査委員会長期評価部会活断層分科会活構造作業グループは、

空中写真の詳細な判読により、佐賀市大和町尼寺（やまとちょうにいじ）付近から神崎郡

吉野ヶ里町吉田において、平野と山地の境界から南の平野内に長さ約 11 km にわたってほ

ぼ東西に延びる低断層崖を見いだした。佐賀市久保泉町上和泉付近における低断層崖は左

雁行配列を呈する。この低断層崖の一部は中田・今泉編（2002）が報告した推定活断層と

一致し、また、下山ほか（2010）により城原断層と命名されている断層の延長部であるこ

とから、本評価ではこの断層全体を城原断層と呼ぶ。 

下山ほか（2010）はボーリング資料の検討に基づき、佐賀市大和町尼寺付近から佐賀市

金立町薬師丸（やくしまる）にかけての長さ約３km の区間において城原断層の南方に伏在

する活断層を推定し、久富断層と命名した（図１−図３）。 

 

（３） 断層のずれの向き（注５） 
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佐賀平野北縁断層帯を構成する断層に沿っては、主として北側が相対的に隆起する地形

や地質分布を示している。下山ほか（2010）は、有明海北岸地域の平野で行われたボーリ

ングに基づき佐賀市街地を通る南北の地質断面図（図３）を作成し、久富断層に沿って阿

蘇４火砕流堆積物とそれを覆う低位段丘面を構成する三田川（みたがわ）層（約 1.8－９万

万年前；下山ほか，2010）の境界が南側に大きく沈み込んでいることから、久富断層によ

る相対的に北側隆起の変位の可能性を示した。 

以上のことから、佐賀平野北縁断層帯は北側が相対的に隆起する正断層である可能性が

ある。なお、横ずれ成分については不明である。 

 

３． 断層面の地下形状 

（１） 断層面の傾斜 

佐賀平野北縁断層帯の断層面の傾斜を直接示す資料は得られていない。 

佐賀平野北縁断層帯の北側の脊振山地に分布する三郡片成岩類の片理面は断層帯の走向

とほぼ平行し、断層帯近傍では 60－80°程度南に傾斜している（下山ほか，2010）。断層面

の傾斜が片理面の傾斜と平行している場合には、地表付近における断層面は南に 60－80°

程度傾斜している可能性がある。 

 

（２） 断層面の幅 

佐賀平野北縁断層帯では、断層変位が地表で確認されることから、断層面は地表に達して

いると考えられる。断層面の下端の深さは、この付近における地震発生層の下端の深さと

同じとすると、13－15 km 程度である可能性がある。深部における断層面の傾斜は不明であ

るため、本断層帯の断層面の幅は不明である。深部における断層面の傾斜角が地表付近に

おいて推定される 60－80°程度と同じとすると、断層面の幅は 13－17 km 程度の可能性が

ある。 

 

（３） 断層面の長さ 

重力異常の水平勾配が大きい領域（重力異常の急変帯）の分布（図４）を考慮すると、

地下における断層面の長さは地表で認められる断層の長さより長く、西は多久市南多久町

長尾付近まで、東は福岡県久留米市長門石町付近まで延長される可能性がある（図２、図

４）。この重力異常の急変帯は、概ね佐賀市大和町東山田付近から福岡県久留米市長門石町

付近までの区間と、多久市南多久町長尾付近から神崎市神崎町尾崎付近までの区間と２つ

に分かれ、それらの平面形態は左雁行状を呈している（図４）。 

重力異常により推定した佐賀平野北縁断層帯の東端から６km 程度東にある水縄（みのう）

断層帯に沿っても、重力異常の勾配が大きい領域が認められる（図４）。しかし、佐賀平野

北縁断層帯に沿う重力異常の急変帯と水縄断層帯に沿う急変帯は連続せず、両者の構造に

は不連続があると考えられる。また、水縄断層帯の断層面は北傾斜（地震調査研究推進本

部，2004）であり、佐賀平野北縁断層帯の傾斜（南傾斜）とは異なる。したがって、佐賀

平野北縁断層帯と水縄断層帯は連続しないと考えられる。 

以上のことから、佐賀平野北縁断層帯の断層面の長さは、地表で認められる活断層に東

西延長を加えた 38 km 程度の可能性がある。 

 

４． 過去の断層活動 

（１） 活動度（平均的なずれの速度） 

下山ほか（1994）及び下山ほか（2010）のボーリング資料に基づく佐賀平野の南北方向

の地質断面によると（図３）、久富断層に沿った阿蘇４火砕流堆積物と三田川層の境界の上

下変位量は約 15 m である。阿蘇４火砕流堆積物の堆積年代が約８万５千－９万年前と考え

られることから（町田・新井，2003）、久富断層の平均変位速度の上下成分は約 0.17－0.18 

m／千年以上と算出され、0.2 m／千年程度以上である可能性がある。ただし、久富断層以
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外の断層の変位速度は不明である。佐賀平野北縁断層帯はほぼ東西走向の複数の断層から

構成されていると考えられることから、断層帯全体の平均変位速度の上下成分は、0.2 m/

千年程度以上より大きい可能性がある。複数の断層が並走することを考慮すると、佐賀平

野北縁断層帯の上下方向の平均変位速度は 0.2－0.5 m／千年程度の可能性がある。 

なお、有明海北岸地域の平野の南北方向の地質断面（下山ほか，1994）（図３a）では、

城原断層に相当する場所において阿蘇４火砕流堆積物と三田川層の境界に 10 m 程度の高度

差が示されているが、この高度差が城原断層による変位であるかは不明であり、ここでは

評価しない。 

 

（２） 過去の活動履歴 

a）地形・地質学的に認められた活動 

佐賀平野北縁断層帯ではこれまでトレンチ調査は行われておらず、本断層帯の過去の活

動は不明である。ただし、４．（１）で述べたように、阿蘇４火砕流堆積物とそれを覆う三

田川層が久富断層により変位を受けている。断層変位を受けた三田川層の層位が不明なた

め、具体的な活動時期は不明であるが、少なくとも約９万年前以後に活動していると考え

られる。なお、佐賀市教育委員会（2009）は、佐賀県佐賀市金立町千布の東名遺跡の埋蔵

文化財発掘調査において、堆積年代が約７千３百年前の蓮池層上部に液状化と流動化に伴

う変形とみられる構造を報告していることから、約７千３百年前以後に強い揺れの地震が

あった可能性がある（下山ほか，2010）。しかし、これらの変形の広がりが明らかにされて

おらず、この構造が本断層帯の活動によるものか、また仮に本断層帯の活動であったとし

ても断層帯全体の活動によるものか特定することはできない。 

 

b）先史時代・歴史時代の活動 

佐賀平野北縁断層帯の付近では 1831 年 11 月 14 日の肥前の地震（マグニチュード（M）

6.1）が発生し、佐賀城の石垣の崩れや家屋の全壊が生じたとの記録がある（宇佐美，2003）。

しかし、この地震と本断層帯との関係は明らかでなく、仮に本断層帯に関わる地震であっ

たとしても地震規模が小さく、断層帯全体が活動したとは考えられない。 

 

以上のことから、佐賀平野北縁断層帯における最新活動時期は不明である。 

 

（３） 過去の活動における１回の変位量（１回のずれ量） 

佐賀平野北縁断層帯の１回の活動による変位量については、変動地形調査やトレンチ調

査に基づく直接的な資料は得られていない。 

佐賀平野北縁断層帯の長さが 38 km 程度であることから、松田ほか（1980）による１回

の地震で活動する断層の長さ L (km)とその際に生じる（最大の）ずれの量 D (m)との経験

式（D = 10-1L）に基づくと、断層帯全体が活動した場合の１回の地表における最大変位量

は約 3.8 m と見積もられる。 

以上のことから、佐賀平野北縁断層帯の活動による１回の変位量は４m程度の可能性があ

る。 

 

（４） 平均活動間隔 

佐賀平野北縁断層帯では、古地震調査に基づく平均活動間隔に関する資料は報告されて

いない。 

佐賀平野北縁断層帯については、前述のように１回の活動に伴う最大変位量が約 3.8 m、

平均変位速度の上下成分が 0.2－0.5 m／千年程度である可能性がある。横ずれ成分がなく、

地下深部における断層面の傾斜が地表付近と同様に 60－80°と仮定した場合、佐賀平野北

縁断層帯の平均活動間隔は６千６百－１万９千年程度である可能性がある。 
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（５） 過去の活動の範囲 

佐賀平野北縁断層帯の過去の活動範囲に関する情報は得られていない。 

前述のとおり、重力異常に基づき推定された地下における断層面は左雁行状を示す２つ

の区間に分かれているように見える（図１、図２、図４）。しかし、これらの区間は５km以

内に近接することから、松田（1990）の基準に基づけば全体が１つの区間として活動する

と推定される。 

 

５． 活動時の地震規模 

佐賀平野北縁断層帯の全体が活動した際の地震規模を示す情報は得られていない。 

佐賀平野北縁断層帯の長さは、前述の通り 38 km 程度である可能性がある。松田（1975）

の１回の地震で活動する断層の長さ L (km)とマグニチュード M に関する経験式（logL = 

0.6M-2.9）を用いて算出される地震規模は M7.5 程度である。 

以上のことから、この断層全体が１つの区間として活動した場合、M7.5 程度の地震が発

生する可能性がある。 

 

６． 地震後経過率 

佐賀平野北縁断層帯については、最新活動時期が不明であるため地震後経過率を算出する

ことはできない。 
 

７． 今後に向けて 

本評価を行うに当たり、地震調査研究推進本部地震調査委員会長期評価部会活断層分科

会活構造ワーキンググループにおいて有明海北岸地域の平野内における変動地形を検討し

たところ、城原断層に沿って長さ約 11 km の地表トレースが新たに認定された。一方、佐

賀平野北縁断層帯においては、最新活動時期、活動間隔などについての直接的な情報は得

られていない。そのため、現状では地震後経過率等の評価を行うことができない。今後、

城原断層を含む佐賀平野北縁断層帯において、最新活動時期や平均活動間隔など、過去の

断層活動に関する信頼性の高いデータを取得する必要がある。また、重力異常から活断層

と推定された区間については、活動性を明らかにする必要がある。断層面の地下形状や断

層の運動様式を明らかにするための調査も必要である。 

 

 
注５：「変位」を、１頁の本文及び３頁の表１では、一般的にわかりやすいように「ずれ」という言葉で表

現している。ここでは、専門用語である「変位」が表１の「ずれ」に対応するものであることを示

すため、両者を併記した。以下、文章の中では「変位」を用いる。なお、活断層の専門用語では、

「変位」は切断を伴う「ずれの成分」と、切断を伴わない「撓みの成分」よりなる。 
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図３ 有明海北岸地域におけるボーリング資料に基づく佐賀市街地を横切る南北方向の地質断面図 

断面の位置は図２に示す。（a）有明海北岸地域の平野とその北側の山地との境界から有明海沿岸ま

での断面図（下山ほか，1994）。（b）平野と山地の境界付近の断面図（下山ほか，2010）。A4：阿蘇４火

砕流堆積物、m：三田川層。 
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図４ 佐賀平野北縁断層帯付近の重力ブーゲー異常（Yamamoto et al., 2011） 

佐賀平野北縁断層の地表トレースを赤線で示す。（上）佐賀平野北縁断層帯周辺地域の短波長

（<100km）重力異常図。（下）佐賀平野北縁断層帯周辺地域の短波長（<100km）重力異常の勾配。濃

紺部ほど重力異常の勾配が大きいことを示す。 


